
本道経済の特徴と課題 

 
本道は、豊富な農林水産資源や観光資源を活かした第１次産業や第３次産業で強みを有しており、ま

た、近年では、ものづくり分野での裾野が広い自動車産業の集積が進んできているものの、依然として、
①公共投資をはじめとする公的需要への依存度が高いこと、② 全国に比べて産業全体に占める製造業
の比率が低く、とりわけ我が国経済の発展を支えてきた加工組立型産業の割合が低いこと、また、③移
出入は移入超過の状態が続いていること、などの経済産業の構造的な課題がある。 
 
１ 公的需要への依存度が高い経済構造 

令和５年度における公的需要構成比（道内需要に占める公的需要の割合）は、前年度から０．５ポ 
イント低下して２９．４％となっている。全国（２５．５％）と比較すると３．９ポイント高くなっ 
ており、本道経済は公的需要への依存度が高い構造。 

 
 ○公的需要構成比の推移（Ｒ元～Ｒ５） 

  Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 
北海道 28.6％ 30.2％ 30.4％ 29.9％ 29.4％ 
全  国 25.3％ 26.8％ 26.5％ 25.7％ 25.5％ 

 
２ 製造業の比率が低い産業構造 

本道の産業構造は、全国と比べ、第２次産業とりわけ製造業のウエイトが低い構造となっている。
令和５年度の道（国）内総生産に占める比率では、製造業の占める比率は９．０％となっており、全
国の２０．６％と比べると半分以下の水準となっている。 

 
○道（国）内総生産の産業別構成比の推移（Ｒ元～Ｒ５）   ※（ ）内は全国の比率 
 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 
第１次産業 3.9％ 

（1.0％） 
4.0％ 

（1.0％） 
3.9％ 

（1.0％） 
4.2％ 

（0.9％） 
3.9％ 

（0.9％） 
第２次産業 17.4％ 

（25.6％） 
18.0％ 

（25.8％） 
17.8％ 

（26.5％） 
16.4％ 

（25.4％） 
16.9％ 

（25.9％） 
 うち製造業 9.4％ 

（20.1％） 
9.9％ 

（20.0％） 
9.6％ 

（20.9％） 
8.7％ 

（19.8％） 
9.0％ 

（20.6％） 
第３次産業 77.8％ 

（72.5％） 
77.2％ 

（72.7％） 
77.0％ 

（71.9％） 
77.7％ 

（72.7％） 
77.9％ 

（72.4％） 
 
３ 移入超過が続く移出入 

令和５年度の移出入は、移入超過額が８，８８0 億円で、前年度と比べ、１，１０３億円、  
１１．１％の減少となっている。 

 
○財貨・サービスの移出入の推移                  （単位：億円） 

 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 
財貨・サービスの 
移出入（純） 

 
-7,207 

 
-8,513 

 
-7,739 

 
-9,983 

 
-8,880 

増加率 -31.4％ -18.1％ 9.1％ -29.0％ 11.1％ 
 
                （出典）北海道「道民経済計算」、内閣府「国民経済計算年次推計」 
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